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群馬県みなかみ町にて、スリル満点のアク
ティビティである「キャニオニング」や「
ラフティング」を提供。

➢ お客様 30,000人/年
➢ リピート率７０％（ターゲット層）
➢ スタッフ１５０人
➢ 営業所６か所

キャニオンズについて
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キャニオンズの提供するツアー

キャニオニングツアー

最大落差200mの滝をロープで降りる刺激的な
アドベンチャーを体験。ここをおりるには、
大人でも相当の覚悟が・・・。だけど技術の
高いガイドが手助けをしてくれるので安心！
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キャニオンズの提供するツアー

ラフティングツアー

ガイドの指示にあわせてボートを操り岩を
よけ、激流の中水しぶきを浴びながら乗り
越える！ジェットコースターと違いレール
がなく、何が起こるか分からないスリルは
アドベンチャー･ツアーの醍醐味です！
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お客様からの声

コロナの影響

営業状況
➢ ３月１５日から休業
➢ 季節雇用 ▲１５人
売り上げの減少
➢ スノースポーツ事業
▲６０００万円

➢ アウトドア体験（夏）
▲３０００万円

➢ アウトドア教育（夏）
▲２０００万円

地域で起こっている事 （みなかみ）
➢ 観光収入減

○ アウトドア３８社
（年間30万人）

○ 宿泊 １２０施設
➢ 従業員の収入減による離散

○ 家賃が払えない
○ 食べていけない

➢ 復活時のスタッフ不足

コロナによる大きな減収！

負
の
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パ
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⮚ ストレスを発散できる場所がない！
⮚ みなかみでアクティビティーをやりたい
けど、地方に旅行が解禁になった後でも
コロナにかかったりしませんか？
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ガイドラインが必要！

業界のガイドライン
はなく、そもそも業
界団体すらない！

自作するし
かない！

スイスのガイ
ドラインを参
考に自主ガイ
ドラインを作
成。
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自分だけが守っても仕方ない。

自主ガイドラ
インを作成。

みなかみ版ガイド
ラインを作成。

みなかみ町アウト
ドア事業者38社に
提供。

日本各地の知り合いの事業者
に対しガイドラインを提供。

ニセコ

熊野

祖谷

白馬

各地にガイドラ
インを提供。

全国の事業者に行き渡ってはいない！

奥多摩
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現状：アクティビティーの
安全基準不足

現状：資源のオー
バーユースや不適
切利用

現状：バラつきもあ
り、低品質・低価格
が多い

例：国内ラフティン
グ業者200社以上存
在する。半日ツアー
平均料金5000円。(
ニュージーランドの
平均は15000円。）

持続的なアクティビティー産業確立に向けた理想的な状態
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国策として「安全性」や「高い品質」を最優先し、
かつ持続的な環境の保全も加えて各種法規制・基準
を制定・策定すべき。

国が認定する専門的な人材を教育する機関を作るべ
き。

アクティビティー産業を代表する業界団体を作る必

要がある。

国への提言

提言1

提言2

提言3
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観光業界

政府

教育機関

認定

業界団体

法令・基準の作成

人材 教員

人材

ノウハウ

人材、ノウハウガイドライン策定

我が国のアクティビティー産業の体制イメージ
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海外の事例（ニュージーランド）

アウトドア専門学校

代表的な専門学校（ＮＭＩＴ）は50人のガイ
ドを養成し、他にも国立・私立合わせ、7校で
アウトドアガイドの生徒２００人以上を養成
している。
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海外の事例（ニュージーランド）

30社のラフティング会社(NZ全社がメンバー）
➢ ガイドトレーニング
➢ 安全基準提案
➢ ガイド基準の提案（国家資格）
➢ 資源利用許可制度の提案

年間500人以上のガイドを認定
ハイキング、クライミング、MTB, ケイビング、
キャニオニングガイドなど。

業界団体が産業代表として安全基準やガイド資格を政府と共に作成。

認定機関

業界団体
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